
京と地球の共生府民会議 規約 

 

（名称） 

第１条 この会は、京と地球の共生府民会議（以下「府民会議」という。）と称する。 

 

（目的） 

第２条 府民会議は、地球温暖化対策をはじめとする地球環境等の保全対策を府民運動とし

て円滑かつ効果的に推進し、環境保全にかかわる中核的活動を担うことを目的とする。 

 

（構成） 

第３条 府民会議は、地球環境等の保全の趣旨に賛同し、そのための活動を積極的に行う団

体（以下「構成団体」という。）等で構成する。 

 

（事業） 

第４条 府民会議は、第２条の目的を達成するため、次の事業を行う。 

 （１）地球温暖化防止をはじめとする地球環境等保全に係る情報の交換に関すること。 

 （２）構成団体及びその関連団体の温暖化防止に係る取組の推進及び啓発に関すること。 

 （３）関係機関・団体等との連絡調整に関すること。 

 （４）その他環境保全の推進に関すること。 

 

（役員） 

第５条 府民会議に次の役員を置く。 

 （１）代表   １名 

 （２）運営委員 若干名 

 （３）その他必要な役員 

２ 代表は、京都府知事をもって充てる。 

３ 運営委員は、総会の同意を得て代表が委嘱する。 

４ 代表は、府民会議を代表し、会務を総理する。 

５ 運営委員は、府民会議の業務について審議する。 

 

（役員の任期） 

第６条 役員の任期は、２年とする。 

２ 補欠又は増員により選任された役員の任期は、前任者又は現任者の残任期間とする。 

 

（アドバイザー及びオブザーバー） 

第７条 府民会議にアドバイザー及びオブザーバーを置くことができる。 

２ アドバイザー及びオブザーバーは、代表が委嘱する。 



 

（会議） 

第８条 府民会議の会議は、総会、運営委員会及び企画委員会とする。 

２ 総会は、府民会議の構成団体で構成し、代表が招集して次の事項を審議決定する。 

 （１）規約の制定及び改廃に関すること。 

 （２）事業計画に関すること。 

 （３）予算及び決算に関すること。 

 （４）役員の選任に関すること。 

 （５）その他重要事項に関すること。 

３ 運営委員会は、運営委員及び事務局で構成し、次の事項を審議決定する。 

 （１）府民会議の業務の執行に関すること。 

 （２）構成団体の入会、退会に関すること。 

 （３）その他代表が必要と認めたこと。 

４ 企画委員会は、代表が別に定める構成団体がその組織の中から推薦した者及び事務局で

構成し、府民会議の構成団体の様々な自主的な取組をより一層促進するために必要な効果

的・効率的方策について検討を行う。 

５ 会議は、構成団体又は構成員の過半数が出席しなければ、議事を開き、議決をすること

ができない。 

６ 会議の議事は、出席者の過半数で決定する。 

７ やむを得ない事由により会議に出席できない場合は、代表又は他の出席者を代理人と 

して表決を委任することができる。この場合においては、第５項の規定の適用については、

会議に出席したものとみなす。 

 

（代表の専決）                                               

第９条  代表は、会議を招集するいとまのない場合の事項又は軽易な事項については、これ

を専決処分することができる。               

２ 代表は、前項の規定により専決処分したときは、これを次の会議に報告しなければなら

ない。 

                                   

（経費） 

第１０条  府民会議の経費は、補助金、負担金、寄付金その他の収入をもって充てる。 

 

（事務局） 

第１１条 府民会議の事務局は、京都府庁内に置く。 

 

（補足） 

第１２条 この規約に定めるもののほか、府民会議の運営に関し必要な事項は、代表が別に



定める。 

 

  附 則 

 この規約は、平成１０年１２月５日から施行する。 

附 則 

 この規約は、平成１２年６月２７日から施行する。 

附 則 

 この規約は、平成１９年５月２８日から施行する。 


